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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 ５月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその８３ コスト減、健康確認に「飼料効率」
飼料効率の活用法について紹介してます。

２ ＬＩＡＪニュ－ス３月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その６５）乳量計について
牛群検定の必須アイテムである乳量計の大切さを解説してます。

検定成績表見方 検索

各種補助事業の紹介
今年度もいろいろな補助事業を実施します。どうぞご活用下さい。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei_info.html 牛群検定後代検定 検索

・乳用牛改良対策事業
新規に牛群検定を行う農家に６カ月間の牛群検定経費を補助します。お試し事業

・酪農経営支援総合対策事業（乳用牛改良増殖推進事業）―飼養管理技術の向上対策
牛群検定の農家指導の経費を補助します。

・酪農経営支援総合対策事業（地域の生産体制強化事業）―後継牛バンク推進対策
地域で後継牛バンクを実施する経費を補助します。

・酪農経営支援総合対策事業（地域の生産体制強化事業）―広域的な乳用牛預託推進対策
都府県における後継牛育成のための広域預託の経費を補助します。

＜その他＞
以下の事業は準備ができ次第、お知らせします。

・酪農経営支援総合対策事業（乳用牛改良増殖推進事業）―遺伝的能力向上対策
牛群検定農家における後代検定娘牛等のＳＮＰ検査の経費を補助します。

・畜産生産力･生産体制強化対策事業：家畜能力等向上強化推進（乳用牛）デ－タ収集
乳用牛改良に必要な繁殖性･飼料給与量等の生産性デ－タの収集にかかる経費を補助します。

・畜産生産力･生産体制強化対策事業：家畜能力等向上強化推進（乳用牛）多様な育種素材の評価活用
ホルスタイン以外の多様な品種の受精卵の利用にかかる経費を補助します。

これら以外にも、電子乳量計の貸付、繁殖性の向上対策に資する機器の導入への支援など
各種補助事業を準備しています。

牛群検定情報のホ－ムペ－ジ紹介
牛群検定の活用等のいろいろな情報をインタ－ネットから収集できますので紹介します。

検定成績の見方や活用 各県の毎月の気象や検定成績の平均情報
牛群検定の見方 検索 カウダス 検索

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei_info.html


牛群検定！点検シ－ト（その２６ 肢蹄）
牛群検定では、肢蹄の腫れについてスコアをつけることが出来ます。ボディコンディションスコア（ＢＣＳ）と

いっしょに取り組んでみて下さい。

農家コ－ド 氏名

①検定成績表に、肢蹄やＢＣＳのスコアが表示されていますか？（図１）
→Ｎｏ：改善 検定立会時に検定員と一緒に判定してみましょう。写真はＨＰで見ることができます。

牛舎での判定に、「持ち歩き用の見本写真（厚紙）」が必要な方は、以下に連絡下さい。
無料で送付します。Eメ－ル：toiawase@liaj.or.jp Tel：03-5621-8921

②蹄冠、飛節に３以上がありますか？（図２）
→Ｙｅｓ：改善 スコア３以上は要注意です。牛床が濡れて不潔になっていないか？濃厚飼料過多にな

っていないか？などをチェックしてください。

③ Ｐ／Ｆ比が１．０以上になっている牛がいませんか？（図２）
スコアが表示されていない農家も検定成績のＰ／Ｆ比をチェックしましょう！

→Ｙｅｓ：改善 濃厚飼料が過多になっていないか、確認して下さい。盗食や選び食いも考えられます。
濃厚飼料過多によるル－メンアシド－シスが、蹄葉炎の原因となることも知られています。

④ 牛床が硬く、湿っていませんか？ニ－テストで試してみましょう（図３）
→Ｙｅｓ：改善 牛床の不良は、肢蹄を痛めるばかりか、乳房炎の原因にもなります。

図１ 図２

図３ ニ－テスト（ヒザ試験）

牛床の改善のうち、大きな施設の改変を要するものはなかなかできませ
んが、柔らかで清潔な乾燥した牛床であるかどうかは、ニ－テストという簡単
な方法で確認できます。このテストは牛床だけでなく、分娩房や子牛のペン
やカウハッチの状態の確認にも用いることができますので、是非試してみて
ください。ニ－テストには次にあげる２通りがあります。

①ウエットニ－テスト
牛床に作業者が１０秒程度ひざまずくものです。この時作業者のズボ
ンの膝が湿っていれば、清潔な乾燥した牛床とは言えません。

②ドロップニ－テスト
牛床に作業者がストンと膝を落としてみる試験です。膝が痛く感じるよう
でしたらクッション性の良い牛床とは言えません。ただし、作業者がケ
ガをするような勢いは必要ありません。ゆっくり膝を落として、片足に体
重をのせて膝が痛むかどうかで試験しても十分です。


